
ベーシックデザイン

■スペースガイド
　ロゴタイプ/ボールドタイプ

 

07 - ⑤ 上下組和文＋英字タイプ

07 - ④ 上下組和文タイプ

07 - ① 横組和文タイプ

07 - ③ 縦組和文タイプ 

日本女子大学

07 - ② 横組和文＋英文タイプ

●マークやロゴタイプのイメージを損なわないた

めにまわりに一定の余白スペースをとってくださ

い。

●このスペースガイドではデザインマニュアルの

「組み合わせ」をベースに余白スペースの取り方

を設定しています。余白スペースもマークやロゴ

タイプと同様に相似形（拡大縮小）にて展開して

ください。　

●余白スペースには、他の要素を入れないでくだ

さい。イラストレーションや写真を「地」とする

場合はマークやロゴタイプが強調されるような配

置をしてください。
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「学園ニュース」へのご意見・
ご感想などがございました
ら、右記までお寄せください。
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―現在の仕事に就いたきっかけを教えてください。
大学時代は食物学科の実験や実習、テニスサークルの活

動に打ち込み、充実した日々を過ごしていました。就職活動
を行っていた時、自分の好きな分野である食品関係の企業を
回り、デザートメニューの豊富な「銀座コージコーナー」に出
会いました。入社後は、半年間の現場経験を積むため、銀座
一丁目店の配属となりました。この間、店舗スタッフとして、
デザートの仕込みや厨房の仕事を通して基礎を学んだこと
が、後の商品開発や新店舗開発指導に結びつきました。入社
半年後から本部研究室所属となり、メニュー開発の一環とし
て「洋菓子店らしいデザートを作りなさい」という会社の方針
のもと、デザート好きな女性の為に「チーズケーキパフェ」を
発案・提供したところ、大方の予想に反して店舗の人気商品
となりました。次から次へと季節のデザートを考案するうち
に「もっと自分の力を高めたい！」と思う気持ちが強くなり、5
年間の勤務で区切りをつけ、新たなステージを歩み出しまし
た。その後は、お花やテーブルコーディネートなど分野の異
なる様々なお稽古事をしました。そんな時、製菓学校の講師
を頼まれ、「喫茶」の授業を受け持つ傍ら、自ら志願し助手と
して洋菓子、和菓子など他の授業にも参加しました。ここで

得た「人に教える楽し
さ」は現在の仕事と深
く結びついているよう
に感じます。この後、
自分が思う通りの教え
方ができる場を作りた
いと思い、両親の理解
を得て、現在の学園を
始めました。

―どのような信念を持って仕事をしていますか。
仕事においては、自分が体験したことを生徒さんに伝えな

がら「一人ひとりの夢を実現するお手伝いをしている」と実感
しています。過去の経験に基づくもの、その経験の積み重ね

「自分を貫く強さを持って」
によって自らが作り上げたものを信じることが大切だと思い
ます。このカフェのビジネススクールを設立して15年になり
ますが、幸いなことに卒業生が経営困難で閉店に追い込まれ
たというケースはありません。こうして生徒の皆さんがこの
スクールで学び、個人でカフェを経営するまでの過程に携わ
ることができるのは私にとっての喜びです。指導を行う際に
は私自身が得た知識を例に出しながらわかりやすく教えるこ
とを心がけています。

―学生へのメッセージをお願いします。
勉強、サークル活動、アルバイトなど

学生時代は、様々な経験をすることが
できます。好きなことを見つけて挑戦
し、行動をしていくことが重要です。経
験しないとわからないことは沢山ありま
す。型にはまったものだけではなく、幅
広い視野を持ち、興味のあることにはど
んどんチャレンジして下さい。学生時代
に培った力は必ず社会に出てから役に
立ちます。

･･･ インタビューを終えて～学生記者～ ･･･
「仕事を楽しみ、生きがいとしている」富田さんの言葉からは働く
女性としての強さを感じました。私も本学で学んだ経験を生かし、将
来に向けて努力をしていこうと思います。

（文・学生記者　人間社会学部　社会福祉学科3年　仲　美保）

株式会社　佐奈栄学園　代表取締役社長
カフェズ・キッチン学園長
日本カフェプランナー協会　会長

富田　佐奈栄さん
Tomita　Sanae

目黒川沿いの桜並木の紅葉が秋の陽だまりに暖かく映える午後、その河畔に建つカフェズ・キッチ
ンへ学園長の富田さんを訪ねました。こちらでは、カフェで出されるコーヒーや紅茶、ケーキなどの
作り方のみならず、お店の設計、厨房の動線、接客、オーナーとしての心構えなど、1人でカフェを開
業し経営してゆくために必要なありとあらゆる要素が、丁寧に教えられます。今や巣立った生徒さん
の店舗は、日本中に210店を超え、そのすべてが店主一人ひとりの個性を反映した、かけがえのない
1軒となっています。すべてのお店を行脚したい、と屈託のない笑顔で語る富田さん。ご自分の持てる
ものを惜しみなく伝える、忙しい日々が続きます。以下は学生記者によるインタビューです。

第9回

プロフィール
1989（平成元）年3月、日本女子大学家政学部食物学科食物学専攻卒業。
同年、銀座コージーコーナー入社。半年の店舗勤務を経て、10月よりホー
ル商品開発研究室に配属。「チーズケーキパフェ」などのデザートメニュー
開発の他、店舗指導も担当。5年の勤務を経て退社。製菓専門学校等で講
師を歴任。1996（平成8）年、カフェのビジネススクール「カフェズ・キッ
チン」を設立。2000（平成12）年、日本カフェプランナー協会設立、会長に
就任。『コーヒーのすべて』主婦の友社 2004、『人気カフェのつくり方』 主
婦の友社2007、『私のとっておきイタリアのカフェ &ドルチェ』産業編集セ
ンター 2009など、著書多数。
関連項目：佐奈栄学園HP  http://www.sanaegakuen.co.jp/

授業風景　真剣な表情の生徒さんたちと

message

ヒット商品の「チーズケー
キパフェ」を前に
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